
 
令和２年度 中央区立晴海中学校における重点目標 

中央区立晴海中学校 住所 104-0053  中央区晴海１丁目５番３号 

校 長   藤江 敏郎    副校長 山﨑 雄功 

生徒数  ５０１名（３年１８１名、２年１５７名、１年１６３名） 学級数 １４ 

教職員数 教員 ２６名  都講師 ３名  区講師 ６名  ＡＬＴ １名   栄養士１名 

職員（主事・事務) ４名     スクールカウンセラー２名   指導補助員２名 

教 育 理 念   共生     LIVE TOGETHER MAKE Ａ COMMUNITY 

教 育 目 標   健やかな人   思いやる人   考える人   創造する人 

重点目標１ 生徒の学習意欲を高め、確かな学力の定着を目指す教員の授業力の向上 

【評価項目】  

○シラバスの充実と活用→教科横断的な指導計画を策定し、年間を通して教員自身の学校評価によって判断 

○基礎学力の定着→毎年行う学習力サポートテストを年度ごとに比べ、その学年の進級の度合いと比較して

評価 

◯教師の指導力向上→少人数指導や習熟別指導を実施し、研究授業や授業見学週間等を軸とする教員の指導

力の向上について、生徒の授業評価や生徒自身の学習意欲の向上度で評価 

○積み重ねの学習指導の工夫と場の設定→朝学習等の積み重ね学習、放課後補充教室や生徒による定期試験

前の予想問題作成などを生徒の学習意欲と保護者への学校評価で判断 

◯各種検定への挑戦→漢字検定、英語検定、数学検定へ年間１つではあるが各学年で全員受験を行い、検定

試験への挑戦から学習意欲向上と合格による生徒自身の自己肯定感の向上を各種検定の合格率から評価 

【評価指標】  

○教員自身が意識して教科横断的な指導計画を作成し、年間を通して授業を実施した結果を、教員の年度末

学校評価で自身の満足度７０％を目標で判断 

○生徒の学習意欲や授業態度に向上が見られ、学習の定着率が高まり、年度ごとに各学年の学習定着率が向

上しているか評価 

○生徒が自主的・意欲的に目標を設定し、積み重ねの学習を行うことによって、家庭学習を含めて学習意欲

が向上したかを保護者への学校評価が５０％以上を目標に評価 

◯各種の検定試験を学年で全員受験させる。生徒自身で決めたレベルの問題に試験までに学習に取り組ませ

るとともに、合格を目指して努力をさせ、合格率６０％を目指す 

重点目標２ 生徒の活躍の場を意図的に増やし、生徒を鍛え、充実した３年間を過ごす 

【評価項目】  

○学校生活の基盤である環境整備→各授業の規律、各学校行事への参加、あいさつの状況、学校生活の充実

度について生徒への学校生活アンケートで評価。 

◯生徒の成長と人権教育の推進→「共生」への取り組みとしていじめがなく安心して学校生活が送れるこ

と、体験学習を中心として生徒の活躍の場を増やし、人間的な成長が十分に図れているかを評価 

【評価指標】 

◯学校生活の状況、自身の学校行事への取り組みに対する満足度に関して、生徒への学校生活アンケートで

８０％の評価 

◯いじめアンケートの状況と生徒への学校生活の評価、保護者評価での学校生活について７０％を目指す。 

家庭や地域との連携 

◯学年だよりや学校だより、ホームページや学校公開を活用して保護者、地域に学校の活動を知ってもらう

とともに、保護者の学校評価について満足度８０％を目指す 


